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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長い角筒状をした板紙製のスリーブとそれに挿入する板紙製のトレーとからなり、ト
レーは底部とその両サイドから立設する側部壁と前後から立設する端部壁とを備え、トレ
ーの底部には、その長さ方向の中央から僅かに前寄りに、幅方向に横断する２本の折罫が
側部壁の高さより僅かに広い間隔で形成されており、トレーの両方の側部壁には、底部の
２本の折罫にそれぞれ連続して上下方向に２本の切込線が設けられ、各切込線の一部には
つなぎが残されているととともに、後寄りのところに円弧状の切欠部がそれぞれ形成され
ていることを特徴とするカートン。
【請求項２】
　トレーにおける前方の端部壁の先端には、前方の端板に連設した折曲げ板を内側に折り
曲げることで両者の境界に設けられた切込線により突起が形成され、後方の端部壁の内側
下部には、後方の端板に連設した折曲げ板を内側に折り曲げて接着することで段差が形成
されていることを特徴とする請求項１に記載のカートン。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガム、飴、チョコレート等のつぶ状の菓子類を収納するための板紙製のカート
ンに関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
従来、この種のカートンとして、細長い角筒状をした板紙製のスリーブとそれに挿入する
板紙製のトレーとの組合せからなるものが利用されている。このタイプのカートンは、ト
レーの中に一口サイズのつぶ状の菓子を一列に並べて入れ、それをスリーブの中に差し込
んで収納状態とするものである。そして、サイズ的には、ポケットやバッグなどに入れて
携帯できる大きさになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の技術で述べたカートンは、中身であるつぶ状の菓子を少しずつ出して食べることが
でき、しかも携帯できるので便利ではある。しかしながら、中身が少なくなってくると、
空間が大きくなってガサガサになり、少ない中身に対してカートンが相対的に大きくなる
ので、かえって邪魔なものとなる。
【０００４】
本発明は、上記のような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、中
身が少なくなった場合にサイズを小さくすることができるカートンを提供することにある
。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明のカートンは、細長い角筒状をした板紙製のスリー
ブとそれに挿入する板紙製のトレーとからなり、トレーは底部とその両サイドから立設す
る側部壁と前後から立設する端部壁とを備え、トレーの底部には、その長さ方向の中央か
ら僅かに前寄りに、幅方向に横断する２本の折罫が側部壁の高さより僅かに広い間隔で形
成されており、トレーの両方の側部壁には、底部の２本の折罫にそれぞれ連続して上下方
向に２本の切込線が設けられ、各切込線の一部にはつなぎが残されているととともに、後
寄りのところに円弧状の切欠部がそれぞれ形成されていることを特徴としている。
【０００６】
　そして、トレーにおける前方の端部壁の先端には、前方の端板に連設した折曲げ板を内
側に折り曲げることで両者の境界に設けられた切込線により突起が形成され、後方の端部
壁の内側下部には、後方の端板に連設した折曲げ板を内側に折り曲げて接着することで段
差が形成されている形態にすることが好ましい。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【０００８】
図１は本発明に係るカートンを構成するスリーブとトレーを離間状態で示す斜視図であり
、スリーブは図２にその展開図を示すブランクを組み立てて形成され、トレーは図３にそ
の展開図を示すブランクを組み立てて形成されている。
【０００９】
図２に示すブランクＡは、紙器用の板紙を打ち抜いて形成されたもので、底板１１、側板
１２、天板１３、側板１４、貼着片１５が折線を介して連設され、側板１２，１４の一方
の端部にはトレーを引き出しやすくするため円弧状の切欠部１６，１７がそれぞれ形成さ
れている。
【００１０】
このブランクＡは、底板１１、側板１２、天板１３、側板１４、貼着片１５をそれぞれ折
線で折り曲げ、貼着片１５の外面を底板１１の内面に貼り合わせることで、図１の上方に
示す細長い角筒状のスリーブ１０となる。
【００１１】
図３に示すブランクＢは、ブランクＡと同様に紙器用の板紙を打ち抜いて形成されたもの
で、細長い底板２１の両サイドにそれぞれ折線を介して側板２２，２３が連設され、前後
にそれぞれ折線を介して端板２４，２５が連設されており、側板２２の両端には折曲げ片
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２２ａ，２２ｂが、側板２３の両端には折曲げ片２３ａ，２３ｂが連設され、端板２４の
先端には折曲げ板２４ａが、端板２５の先端には折曲げ板２５ａがそれぞれ連設されてい
る。また、側板２２，２３の後寄りのところには中身を取り出しやすくするため円弧状の
切欠部２６，２７がそれぞれ形成されている。
【００１２】
そして、底板２１には、その長さ方向の中央付近に、幅方向に横断する２本の折罫ａが側
板２２，２３の幅より僅かに広い間隔で形成されている。図３の例では、２本の折罫ａは
底板２１の長さ方向の中央から僅かに前寄り（左寄り）に形成されている。また、側板２
２，２３には、底板２１の２本の折罫ａにそれぞれ連続して幅方向に２本の切込線ｂが設
けられ、各切込線ｂの一部にはそれぞれつなぎαが残されている。
【００１３】
また、前方の端板２４とその折曲げ板２４ａの境界には、折り曲げた時に突起を形成する
ための切込線ｃが設けられており、後方の端板２５に連設する折曲げ板２５ａは端板２５
の長さより短くなっている。
【００１４】
上記のブランクＢは、底板２１に対して側板２２，２３をそれぞれ折線で折り曲げて立て
た後、後方の折曲げ片２２ｂ，２３ｂを内側に折り込んだ状態で端板２５とその折曲げ板
２５ａを内側に折り曲げて接着し、また前方の折曲げ片２２ａ，２３ａを内側に折り込ん
だ状態で端板２４とその折曲げ板２４ａを内側に折り曲げた状態とすることで、図１の下
方に示すトレー２０となる。この折曲げ板２４ａは接着してもしなくても構わない。
【００１５】
このようにして組み立てたトレー２０に、つぶ状の菓子を一列に並べて入れ、それをスリ
ーブ１０に差し込んで収納状態とする。そして、この中身の入ったカートンは、ポケット
やバッグで携帯し、中身を少しずつ出して食べると中身が少なくなるが、半分以下になっ
た時、カートンサイズを小さくすることができる。具体的には、トレー２０を反って曲げ
るように力を加えて側板２２，２３の切込線ｂにあるつなぎαを破断することで両方の側
板２２，２３をそれぞれ３分割状態とし、次いでトレー２０を底板２１の２本の折罫ａの
ところで折り曲げ、トレー２０の前側の部分に残った菓子を入れた状態で後側の部分を蓋
のようにして被せることで図４に示す如く半分のサイズにすることができる。
【００１６】
　そして、図１に示すカートンのトレー２０では、後方の端板２５に連設した折曲げ板２
５ａを折り曲げて接着したときに端部壁の内側下部に段差２９が形成されており、また前
方の端板２４に連設した折曲げ板２４ａを折り曲げた時に切込線ｃにより端部壁の先端に
突起２８が形成されている。したがって、カートンを図４に示す半分のサイズにした時、
トレー２０の前方の端部壁の先端にある突起２８が後方の端部壁の内側下部にある段差２
９に引っ掛かって係止し、力を少し入れないと外れない状態となる。
【００１７】
以上、一つの例を挙げて本発明の実施の形態について詳細に説明してきたが、本発明によ
るカートンは、上記実施の形態に何ら限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しな
い範囲において種々の変更が可能であることは当然のことである。
【００１８】
【発明の効果】
　本発明のカートンは、細長い角筒状をした板紙製のスリーブとそれに挿入する板紙製の
トレーとからなり、トレーは底部とその両サイドから立設する側部壁と前後から立設する
端部壁とを備え、トレーの底部には、その長さ方向の中央から僅かに前寄りに、幅方向に
横断する２本の折罫が側部壁の高さより僅かに広い間隔で形成されており、トレーの両方
の側部壁には、底部の２本の折罫にそれぞれ連続して上下方向に２本の切込線が設けられ
、各切込線の一部にはつなぎが残されているととともに、後寄りのところに円弧状の切欠
部がそれぞれ形成されている構成としたので、中身が減って半分以下になった時に、トレ
ーにおける側部壁の切込線のつなぎを破断し、そのトレーを底部の折罫のところで折り曲
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る。
【００１９】
　そして、トレーにおける前方の端部壁の先端には、前方の端板に連設した折曲げ板を内
側に折り曲げることで両者の境界に設けられた切込線により突起が形成され、後方の端部
壁の内側下部には、後方の端板に連設した折曲げ板を内側に折り曲げて接着することで段
差が形成されている形態にすることにより、トレーを半分のサイズにした時に、突起が段
差に引っ掛かった状態になるので、簡単には開かない状態にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るカートンを構成するスリーブとトレーを離間状態で示す斜視図であ
る。
【図２】図１に示すカートンのスリーブを形成するためのブランクの展開図である。
【図３】図１に示すカートンのトレーを形成するためのブランクの展開図である。
【図４】図１に示すカートンのトレーを折り曲げて半分のサイズにした状態で示す斜視図
である。
【符号の説明】
１０　スリーブ
１１　底板
１２　側板
１３　天板
１４　側板
１５　貼着片
１６，１７　切欠部
２０　トレー
２１　底板
２２　側板
２２ａ，２２ｂ　折曲げ片
２３　側板
２３ａ，２３ｂ　折曲げ片
２４　端板
２４ａ　折曲げ板
２５　端板
２５ａ　折曲げ板
２６，２７　切欠部
Ａ　ブランク（スリーブ）
Ｂ　ブランク（トレー）
ａ　折罫
ｂ　切込線
ｃ　切込線
α　つなぎ
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